
事業実施状況報告書及び評価報告書

整備事業

Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

（円）

交付金
都道府県費 市町村費

その他

藤崎
町

株式会
社諏訪
商会

果樹(り
んご）

当該品目
の全出荷
量に占め
るブラン
ド品の割
合を13.5%
増加

50.9%

(131,900㎏
/259,060

㎏)

59.3%

(87,261㎏
/147,031

㎏)

65.4%

(102,688㎏
/156,933

㎏)

55.2%

(147,857㎏
/267,772

㎏)

64.4%

(1,149,000
㎏

/1,782,000
㎏)

31.9%

ブランド品
の割合が
4.3%増加し
た。

果樹(り
んご）

当該品目
単位収量
当たりの
販売額を
16.4%増
加（円
/kg）

397円/㎏

(102,840,2
00円

/259,060
㎏)

293円/㎏

(43,005,01
4円

/147,031
㎏)

250円/㎏

(39,283,92
0円

/156,933
㎏)

319円/㎏

(85,424,87
0円

/267,772
㎏)

462円/㎏

(823,284,0
00円

/1,782,000
㎏)

-120.0%

単位収量当
たりの販売
額が19.6%
低下した。

集出荷貯蔵
施設

建屋1棟
3,958.3㎡
　普通冷蔵
庫422.4t
　りんごカ
ラー内部品
質センサー
付選果機１
条１基

　　年間選
果量1,576t

692,987,680 299,395,000 393,592,680
平成29
年7月
31日

　りんごの輸出向け単価が高いことから、ブ
ランド商品品種よりもトキや早生ふじ等、輸
出向け品種の入庫数量割合が増加した。加え
て、ブランド商品品種の市場価格が高く、生
産者の市場への出荷割合が増加したことか
ら、ブランド品割合及び単位収量当たり販売
額が目標に達しなかった。
　そのため、
①ブランド商品品種の取扱いや高品質果実の
生産割合が高い認定農業者等を新たな受益者
として加え、計画的に生産量や取扱数量の増
加を図り、ブランド品の割合を増加させる。
②ハサップやＧＡＰ認証の取得、栽培履歴や
果実糖度等の選果情報を表示できるＱＲコー
ドシールの利用により他社商品との差別化を
図り、有利販売を展開することで販売単価と
販売額を増加させる。

・ブランド品の割合増加につ
いては、割合、数量ともに目
標を達成していないことか
ら、新たな受益者の加入やハ
サップなど他社にない優位性
をPRすること等により、ブラ
ンド品の取扱量を増やす必要
がある。
・単位収量当たりの販売額に
ついては、現況年よりも低下
していることから、他社商品
との差別化等の取組をより一
層推進し、販売単価の底上げ
を図る必要がある。

目標値（令
和元年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標
の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時（平
成26年）

１年後（平
成29年）

２年後（平
成30年）

３年後（令
和元年）

３年後（令
和元年）

負担区分（円）

完了年
月日

事業実施主体の評価 都道府県の評価

事業実施後の状況②

成果目標の
具体的な実

績②

達成率
（対象作
物・畜種
等名）②

計画時（平
成26年）

１年後（平
成29年）

２年後（平
成30年）

成果目標の
具体的な実

績①

成果目標
の具体的
な内容②

目標値（令
和元年） 達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

備考


